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鳥インフルエン
ザ

ProMED-
mail20060629.1800

中国衛生省は，2003年11月にH5N1トリインフルエンザで
死亡した男性症例に関する報告（N Engl J Med 2006;
354: 2731-2732）について独自の調査を実施している。こ
の報告は8名の中国の研究者によるもので、当局は同誌
に発表されるまでこの症例を知らなかったと言っている。

鳥インフルエン
ザ

WHO/CSR 2006年8
月8日

中国におけるトリインフルエンザの状況（update13）：2006
年8月8日に中国衛生省は，2003年11月に遡りH5N1トリイ
ンフルエンザウイルスによるヒト感染症例をレトロスペク
ティブに確認した。症例はBeijingを拠点とする軍人の24才
男性で，2003年11月25日に発症し、重症呼吸器疾患で12
月3日に死亡した。本症例の確認により、中国本土におけ
る最初のH5N1ヒト感染事例が明らかとなり、現在のアウト
ブレイクにおいて最初に確認された症例となる。

鳥インフルエン
ザ

ProMED-
mail20060812.2261

中国衛生当局は連絡の問題により，H5N1トリインフルエ
ンザのヒトにおける初めての症例の報告に2.5年の遅延が
あったことを2006年8月10日に発表した。Beijingの24才の
軍人が2003年後期にトリインフルエンザに感染していた。
中国はこの症例を中国の研究者らがNew England
Journal of Medicineにおいてレターを発表した後に初めて
確認した。

鳥インフルエン
ザ

WHO/CSR 2006年8
月14日

中国におけるトリインフルエンザの状況（update14）：中国
衛生省は，H5N1トリインフルエンザウイルスによる同国で
21例目のヒト感染症例を確認した。症例はXinjiang Uygur
自治区の62才男性で，2006年6月19日に発症し，7月12日
に死亡した。症例の検体に関する初期検査は陰性であっ
た。7月および8月に検査を繰り返し行ったところ，最終的
に陽性結果であったことが，2006年8月14日に衛生省によ
り確認された。症例の疫学的調査により死亡または病気
のトリへの暴露歴を明らかにすることはできなかった。

デング熱 ProMED-
mail20060608.1593

香港で健康予防センター(Centre for Health Protection)
は2006年6月1日にデング熱の輸入症例（36才、男性）を
確認した。患者はマレーシア在住である。2006年で12例
目の輸入症例である。

デング熱 ProMED-
mail20060604.1553

台湾の環境保護局はデング熱のアウトブレイクに対して
予防措置をとるよう呼びかけた。蚊が発生する場所をなく
すことが唯一の予防策であると言っている。
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デング熱 ProMED-
mail20060719.1989

台湾Kaohsiungで2006年7月6日に初めての固有のデング
症例が発見された。続いて更に6例が発見され、合計7例
となった。デング蚊指数は常に高く、検査された地域の約
92%で警戒レベルである。

デング熱 ProMED-
mail20060730.2110

台湾の疾病管理センターは南部でデング熱の脅威が増
加するおそれがあると2006年7月25日に発表した。今年
のデング熱症例は59例であるが、そのうち17例が国内で
感染しており、17例中15例がKaohsiung Cityで報告されて
いる。

デング熱 ProMED-
mail20060806.2196

Kaosiungにおけるデング熱のアウトブレイクの悪化は継続
していること，2006年7月6日にKaosiungのQienzeng地区
でデング熱症例が報告されて以降，デング熱の発生は悪
化している。これまでに報告された症例は28例で、同地区
で25例、Qianjin地区で3例である。

デング熱 ProMED-
mail20060901.2486

香港でMa On Shanの62才の男性がデング熱を確認され
た。2006年7月1日から28日まで中国本土へ旅行し、2006
年8月1日に発熱し、現在は回復している。本年の症例数
は22例で、全て輸入症例である。

デング熱 ProMED-
mail20060911.2577

2006年9月4日現在、中国Guangdong省で、先週、デング
熱症例数が倍以上の219例となり、半数がまだ入院中で
ある。中国の専門家らは最近の高温多湿の天候や、蚊に
対する取り組みが不十分であることがアウトブレイクの原
因であるとしている。台湾では第35週（2006年8月27日～
9月2日）に，デング熱症例90例が報告され，31例は検査
で確認された。9月2日現在，今年の報告症例数は721例
で，そのうち202例が確認された。死亡例は報告されてい
ない。

ハンタウイルス ProMED20060513-
0010

2006年3月，台湾CDC（疾病管理センター）は，検査室で
確認されたハンタ腎症候性出血熱（HFRS）の患者3人の
集団発生の報告を受けた。3人の患者は同室者で，海軍
に従軍して，2006年1月24日から軍艦に滞在していた。
ELISA法にて，ハンタウイルスIgMおよびIgG抗体とも陽性
で，IFA法によって，Seoul亜型であることが判明した。軍
艦と寮施設の13匹の齧歯類のうち，6匹が（ハンタウイル
ス）検査陽性であった。新たな疑い例の発生があり，5月3
日から軍人全員が軍艦から退去した。
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感染 ProMED-
mail20060621.1712

2006年6月12日以降，中国Shaanxi省Mizhi郡において生
徒および教師60名が熱性疾患を発症している。大部分の
生徒は高温および乾燥した空気が原因の呼吸器感染症
を発症したと考えられ，より少数の生徒は流行性耳下腺
炎および百熱咳を患っている。病原体の特定はまだされ
ていない。

インフルエンザ ProMED-
mail20060624.1757

中国で、2006年6月11日～22日に，Guangzhou大学の130
名を超える学生および職員がインフルエンザ（インフルエ
ンザ型疾患）に感染した。同様の症例は同市の他の学校
においても発生している。主な症状は発熱で、重症にはな
らない。

感染 ProMED-
mail20060828.2449

中国南西のYunnan省のLuliang郡Xincun村で，住民39例
が重度の疼痛に苦しみ，2006年8月22日までに1例が死
亡し，3例が入院した。最初の調査結果により腸チフスが
示唆された。

日本脳炎 ProMED-
mail20060827.2441

中国Shanxi省Yuncheng市で日本脳炎のアウトブレイクに
よる死亡の合計は19例に増加し，感染者は38例であると
地域保健当局が2006年8月12日に述べた。Henan省では
さらに14例が日本脳炎で死亡し，既に報告された26例の
死亡に追加された。2006年7月以降，437例が感染したと
Henan省保健当局は述べた。

日本脳炎 ProMED-
mail20060909.2565

台湾の届出伝染病サーベイランスシステムに基づき，
2006年8月27日～2006年9月2日に日本脳炎が台湾で7例
報告された。2006年9月2日時点で，2006年に台湾全域で
188例報告され，このうち20例が確認された。1例はベトナ
ムからの輸入症例，19例は地域症例である。

炭疽 ProMED-
mail20061002.2822

Shaanxi省において1家族の3人が，病気のヤギを食べた
後に炭疽に感染し，病院にて隔離・治療を受けている。

赤痢 ProMED-
mail20061020.3015

Sichuan省Mianzhu市の中学校において生徒100人余りが
細菌性赤痢となり，計143人が症状を呈している。2006年
10月10日から症状がみられ始めた。Anhui省Taihu郡の学
校において細菌性赤痢が確認され（2006年10月13日に生
徒数名において発見），100名に症状がみられ，34例が入
院中である。
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363 2006/12/01 60745 日本赤十
字社

解凍人赤血球濃厚液 解凍人赤血
球濃厚液

人血液 日本 有効成分 有 無 無 HIV 中日新聞 Chunichi
Web Press 2006年9
月4日

エイズウイルス（HIV）のうち、世界で感染が広がっている
主流のHIV１型とは遺伝子タイプが異なる2型に日本人が
初めて感染したことを、厚生労働省のエイズ研究班が確
認したことが9月3日分かった。厚労省は、医療機関や保
健所などが実施している検査で2型の感染を見逃さないよ
う、検査の徹底を求める通知を出した。HIV2型の感染が
確認されたのは、過去に西アフリカで輸血を受けた経験
がある男性である。同省は「滞在していた地域では2型が
流行しており、現地での輸血が感染原因とみられる」とし
ている。

マラリア CDC 2006年6月30
日

米国疾病対策予防センターは、バハマのグレートエグ
ズーマ島におけるマラリア発生を確認し、旅行者に対して
抗マラリア薬の使用を勧告した。2006年6月29日現在、患
者数は合計18例で、うち4例が旅行者である。全員
Plasmodium falciparumに感染していた。

マラリア ProMED-
mail20060624.1758

キルギスタンの首都で79例のマラリア症例が登録され
た。予防手段を講じているにもかかわらず、流行が拡大
中である。住民に問題を理解させるのが難しく、衛生疫学
監視センターの職員は時々しか殺虫剤を散布できない。

マラリア CDC/MMWR
Weekly 2006;
55(37): 1013-1016

2006年9月19日、CDCは米国在住のグレートエグズーマ
島渡航者向けの抗マラリア薬服用勧告を解除した。2006
年5月～6月の間に合計19例のマラリア症例が確認された
が、3ヶ月間新規症例の報告がなかったためである。

マラリア AABB Weekly
Report 2006年9月
15日

2006年9月8日付けのKorea Timesによると、交通事故後
に輸血を受け、その後マラリアと診断された患者が、疑わ
しい血液の流通を防ぐことができなかった韓国赤十字を
批判している。韓国赤十字は状況を知りながら、何の行
動も起こさず、その結果、不適切な血液製品が流通し続
けたとのことである。輸血によるマラリア感染で既に1名の
患者が死亡している。

トリパノソー
マ症

CDC/MMWR
Weekly 2006;
55(29); 798-800

ロサンジェルスの心臓移植患者2名で、臓器移植による
シャーガス病伝播が見られた。1例は拒絶反応による合
併症で死亡し、もう1例は心不全で死亡した。両例ともド
ナーがTrypanosoma cruzi感染者であったことが明らかと
なった。米国における固形臓器移植によるT. cruzi伝播と
しては4例目と5例目になる。

164 / 195 ページ



ID 受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成

分名
原材料名 原産国 含有区分 文献 症例

適正
使用
措置

感染症(PT) 出典 概要

鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12
月7日に死亡した5歳の少年の血液検体を調べた。RT-
PCRにより、血漿はH5N1インフルエンザウイルス陽性で
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、
A/Thailand/NK165/05 accession no. DQ372591-8であっ
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで
あった。

ムンプス AABB Association
Bulletin #06-04
2006年4月26日

アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行
中で、2006年4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上
がアイオワ公衆衛生部に報告されている。おたふくかぜ
の輸血による伝播に関する現在の知見に基づき、AABB
の輸血伝播病委員会およびFDAは、血液収集施設が行う
べき予防的アプローチを承認した。

パルボウィル
ス

J Infect Dis 2006;
194: 154-158

ヒトパルボウイルスB19DNA（1.6x10⁸IU/mL）を含むプール
血漿の輸血後、B19 IgG陽性の患者では抗体価が19-39
IU/ｍLから50-100 IU/mLに上昇して再感染を防いだ。そ
れに対し、陰性の患者では、1.6-2.2 x 10⁸IU/mLの
B19DNAの存在下で、プール血漿のIgGレベルが
59.5IU/mLではB19の伝播とセロコンバージョンを防ぐの
は不十分であることがわかった。

パルボウィル
ス

Transfusion 2006;
46:1593-1600

パルボウイルスB19ジェノタイプ3流行地域であるガーナ
で、114組の成人供血者-小児受血者ペアにおける輸血に
よるB19の伝播および免疫学的特性について調べた。2例
の供血がパルボウイルスB19DNAと特異的抗体を含有し
ていたが、伝播は見られなかった。B19 IgG含有の全血が
B19DNA陽性受血者14例に輸血されていたが、その内、
輸血前にVP2に対する抗体が認められなかった10例では
ウイルスが除去された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Blood 2006; 107:
3907-3911

PrPcは全身の多数の組織に存在し、血小板に大量に存
在する。静止血小板ではα顆粒膜上に存在することが知
られているが、その生理学的機能は不明である。血小板
中のPrPcの局在を調べたところ、血小板が活性化する
と、血小板表面上にPrPcが一時的に発現し、続いて、微
小胞およびエキソソーム上への放出が起こることが明ら
かとなった。血小板由来エキソソーム上にPrPcが存在す
るということは、血中でのPrPc輸送および細胞間伝播に
おけるメカニズムを示唆する。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

ABC Newsletter
2006 Sep 1; 16

外科用器具には殺菌後も依然としてクロイツフェルトヤコ
ブ病（CJD）が残存する可能性が明らかとなった。エジン
バラ大学研究チームは、タンパク質による平均汚染量が
器具1mm2あたり0.2μgであり、ヒトへの感染に必要な量
をかなり上回る数値であることを認めた。最大量は、扁桃
腺（プリオンが分布することが知られている組織のひと
つ）の切除に用いた器具で認められた。同チームは、保
健省に対し、同チームが開発したガスプラズマ滅菌の広
範な導入を推奨している。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

BMJ 2006; 332:
1186-1188

1996年から1999年に、手術時に20-29歳であった患者か
ら得られた虫垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリ
オンに陽性染色であった3例(虫垂）について、プリオン蛋
白の遺伝子型分析を行った。3検体中2例で分析が可能
であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子(PRNP)コドン129の
Valがホモ接合体であった。今まで、vCJD患者は、
Met/Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、
PRNPのコドン129がMetのホモ接合体であり、Valホモ接
合体がvCJDに対し感受性があることが初めて示された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

The Guardian 2006
年5月2日

英国は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤から
のvCJD感染の危険性について、輸出先の14ヵ国に連絡
を行った。輸血を介したvCJD感染は英国では3例報告さ
れており、未発症の感染者からの供血により引き起こさ
れる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、イン
ド、ヨルダン、オマーン、シンガポールに予防措置をとるよ
う勧告した。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Science 2006; 313:
92-94

TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの
血液中のPrPScをPMCA (protein misfolding cyclic
amplification)法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPScは末梢
でのプリオンの複製に由来していると思われる。感染して
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学
的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的
早期診断を期待させる。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Guidance for
Industry (DRAFT
GUIDANCE)
FDA/CBER
August 2006

古典的CJDの潜伏期間は38.5年であり、vCJDの潜伏期
間も非常に長いことが示唆されている。また、未確認では
あるが恐らくかなりの数の血液ドナーが、欧州における
BSE激増中にフランスで感染した可能性がある。これらの
ことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成
分の輸血を受けた者からの供血を無期限に停止するとい
う予防策の導入をガイダンス案として発表した。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

AABB Weekly
Report 2006年7月
21日

アイルランド輸血サービスは、CJDの病因となるプリオン
を供血血液から除去するために開発された新しい装置を
1年間使用した後、試用の中止を決定した。血液サービス
は昨年、そのフィルター装置を購入したが、十分な効果が
得られず、CJDプリオンは捕捉されずに通過し、供血中に
混入する可能性があるためである。

ＢＳＥ ABC Newsletter
2006年9月22日 16
ページ

欧州協議会は2005年の反芻動物（有蹄動物）における伝
達性海綿状脳症（TSE）のモニタリングと検査に関する報
告書を発表した。TSE検査を行った1千万頭以上のウシの
うち、陽性となったのは561頭のみであった。2005年の調
査結果は陽性例が引き続き減少していることを示してい
る。

ウイルス感染 Eurosurveillance
2006; 11(4): 060420

2005年4月1日から2006年2月28日の間に、フランスで307
例のチクングンヤ輸入例が同定された。平均年齢は47歳
(7-81歳）であった。月別の輸入例数はレユニオンでの発
生状況と関連が見られた。自発例は2006年3月に1例発
生したが、輸入例患者を看護した看護師で、インド洋への
旅行歴はなく、血液の暴露による感染と考えられた。

肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去するこ
とにより、非A-E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が
得られた。これらの内の一つをNV-Fと名づけたが、部分
的オープンリーディングフレームを含み、非A-E肝炎患者
69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中
49例(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また
免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在するこ
とが明らかとなった。NV-Fはヒト肝炎に関連する新規の１
本鎖DNA断片である。

ﾘﾝﾊﾟ性脈絡髄
膜炎

N Engl J Med 2006;
354: 2235-2249

2003年12月及び2005年4月に固形臓器の移植を受けた2
つの患者群の感染症について調べた。レシピエント全員
（8名）の検体からリンパ性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV)が
検出されたが、ドナー(2名）からは検出されなかった。
2005年群のドナーはLCMVに感染したハムスターをペット
として飼っていたが、2003年群の感染源は不明であった。
レシピエント8例中7例は移植後9日から76日で死亡した。
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ウイルス感染 Eurosurveillance
2006; 11(8): 060810

2005年12月以降、チクングンヤウイルス感染のアウトブレ
イクがインドの8つの州で続いており、拡大するおそれが
ある。最も被害の大きい5つの州では896500例以上の疑
い例が報告されている。北部の州からは1例も報告されて
いない。ヨーロッパの多数の国で輸入症例が報告されて
いる。感染の拡大防止ならびに特異的な抗ウイルス薬と
ワクチンの開発が急務である。

Ａ型肝炎 Epidemiol Infect
2006; 134: 87-93

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感
染と血液凝固因子との因果関係を調べるため、比較対照
試験と分子学的HAV検出を行った。疫学的調査および
HAV RNA配列検査から、凝固因子VIIIの1ロットがHAV感
染に関与していたことが明らかになった。

Ｂ型肝炎 Transfusion 2006;
46: 1256-1258

ヨーロッパでのB型肝炎発生率は北西部が低く（1%以
下）、南部が高い（5-15%)。北西部では抗HBｃスクリーニン
グが導入され、南部ではHBV-NATが導入される傾向が
ある。B型肝炎ウイルス陽性となった供血者と血液の管理
に関して、ヨーロッパではHBV DNA、HBc抗体陽性でHBs
抗体レベルが100IU/L以上の場合は供血を続けることが
できるというリエントリー・アルゴリズムが検討されてい
る。

Ｂ型肝炎 Vox Sang 2006; 91:
237-243

ドイツ赤十字血液センターの供血者10000名を、現行の
PRISM®HBcおよび新規PRISM®Hbcore検査を用いた
HBc抗体のスクリーニングを実施し、診断感度および特異
性を調べた。両者とも約1.8%がHBc抗体陽性であることを
示し、感度は同等であったが、特異性はPRISM® HBcore
の方が有意に高かった。この検査が陽性であった188検
体について、さらに7種類の抗HBc検査、2種類の抗HBｓ
検査、1種類の抗Hbe検査、3種類のHBV NAT検査を行っ
て、検査結果を比較した。

Ｂ型肝炎Ｃ型
肝炎

日本輸血学会雑誌
52(2): 197 第54回
日本輸血学会総会
2006年6月 9-11日

輸血用血液製剤のHBV、HCV、HIVについて、2000年2月
から2004年1月までの4年間の遡及調査を行った。調査
は、主に複数回献血者において感染症マーカーが陽転し
た場合に前回の血液サンプルを個別NATで精査するもの
で、HBVについては50プールNAT,　HBｓAg, HBｃAbのい
ずれかの陽転例約16000人について前回の保管検体を
調べた。副作用報告による感染例を合せると、日本では
輸血によるHBV感染が1年に約19例、HCV感染は4年に1
例、HIV感染は2年に1例起こるものと推定された。
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Ｂ型肝炎Ｃ型
肝炎

日本輸血学会雑誌
52(2): 198 第54回
日本輸血学会総会
2006年6月 9-11日

医療機関において輸血後感染症の全数調査を実施した
ところ、輸血後陽転例はHBVで9例（0.9％）存在し、1例の
みが輸血後B型肝炎と診断され、他の8例は感染晩期の
HBVキャリアで再活性化が起こったと考えられた。HCVと
HIVでは輸血後陽転例はみられなかった。

Ｂ型肝炎 日本輸血学会雑誌
52(2): 199 第54回
日本輸血学会総会
2006年6月 9-11日

日本の献血者におけるHBV NAT陽性者について解析し
たところ、20歳代ではHBV感染初期、50歳代、60歳代で
は感染晩期の陽性例が多かった。陽性数の高い地域は
千葉県から愛知県までの太平洋側と大阪府であった。
HBV Genotype Aは101例（女性1例）検出され、全国に広
がる傾向が見られた。

Ｂ型肝炎Ｃ型
肝炎

日本輸血学会雑誌
52(2): 234 第54回
日本輸血学会総会
2006年6月 9-11日

2005年に全国の医療機関から日本赤十字社へ報告され
た輸血感染症（疑い症例を含む）の現況とその傾向につ
いての報告である。2005年輸血感染症症例（疑い症例を
含む）報告数は12月22日現在260例で、内訳は、HBV：
127、HCV：71、HEV：2、HIV：2、CMV：3、ヒトパルボウイル
スB19：3、細菌：52であった。この内、輸血との因果関係
が高いと評価した症例は、HBV：10例、HCV：1例、HEV：1
例、ヒトパルボウイルスB19：3例であった。

Ｃ型肝炎 41st Annual
Meeting of the
European
Association for the
Study of the Liver
2006年4月26-30日

スペインの肝臓及び消化器専門クリニック数施設におけ
る急性C型肝炎の全報告例についてレトロスペクティブ疫
学解析を行った。1998年から2005年の急性C型肝炎患者
103例を対象とした。大部分の症例で感染に関連する唯
一の立証されたリスクファクターは入院であった。

ＨＴＬＶ International
Conference on
Emerging Infectious
Diseases 2006; Mar
19-22; Atlanta,
Georgia. Abstracts
#50

狩猟、屠殺、飼育を通して非ヒト霊長類（NHP)の血液と接
触がある中央アフリカ人930名の血しょう検体を用いて、
HTLV多様性を調べた。ウエスタンブロット法で陽性の13
例から、PCRによりプロウイルスを増幅し、系統発生学的
分析を行った。その結果、HTLV-3とHTLV-4と名づけた
新しいウイルスの感染例(2例）が明らかになった。HTLV-
3は、今までヒトでは見られなかったSTLV-3に属する。11
例でマンドリル由来のものなど、多様なHTLV-1感染が見
られた。
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364 2006/12/14 60747 ベネシス ポリエチレングリコール処理抗破傷風人
免疫グロブリン
乾燥抗破傷風人免疫グロブリン

破傷風抗毒
素

人血液 米国 有効成分 有 無 無 Ｅ型肝炎 肝臓 2006;
47(Suppl 1):
A168

今回われわれは血液感染のハイリスクグループである血
友病患者におけるHEV抗体の陽性頻度を調査した。その
結果、調査した血友病患者80例の内の13例（16.3%）が
HEV抗体陽性であった。過去の研究では日本人の供血者
におけるHEV抗体の陽性率は3.7%、透析患者で9.4%と報
告されており、血友病患者におけるHEV血液感染の可能
性が示唆された。また、他のウイルスマーカーの陽性率
については、HEV抗体陽性例と陰性例では差は見られな
かったが、年齢が高い方がHEV抗体陽性例の割合が高
かった。

Ｅ型肝炎 日本輸血学会誌
2006; 520: 231

北海道地区において試験研究的に献血時にHEV関連問
診を追加するとともに、HEV NATスクリーニングを実施
し、問診の有効性とHEV感染の実態を調査した。結果は、
HEV問診に該当したのは765名（0.3%）で、その内の1名
（0.1%）にHEV RNAが認められた。HEV NATスクリーニン
グ陽性者は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性率
は1/11,090であった。陽性者の多くはALT値が正常で
HEV抗体は陰性であった。道内の献血者のHEV　RNA陽
性率は予想以上に高い。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Lancet 2006; 367:
2068-2074

1996年7月から2004年6月までに11人のクールー病患者
を確認したが、全員がSouth Foreに住んでいた。患者は
全員、1950年代後半に食人習慣が中止される前に生れ
ていた。推定された潜伏期間は、最小で34年から41年の
範囲であったが、男性における潜伏期間は39年から56年
の範囲と考えられ、更に最長で7年長かった可能性もあ
る。プリオン遺伝子の分析によって、殆どのクールー病の
患者は、潜伏期間の延長とプリオン病への耐性に関係す
る遺伝子型であるコドン129がヘテロ接合体であることが
明らかとなった。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Science 2006; 313:
92-94

TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの
血液中のPrPScをPMCA (protein misfolding cyclic
amplification)法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPScは末梢
でのプリオンの複製に由来していると思われる。感染して
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学
的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的
早期診断を期待させる。
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パルボウィル
ス

Thromb Haemost
2004; 92: 838-845

今まで、凝固因子製剤のパルボウイルスB19遺伝子型2
による汚染は報告されていないので、市販されている21
製剤の202ロットを、パルボウイルスB19遺伝子型1と遺伝
子型2のDNAについてPCRにより調べた。遺伝子型1の
DNAが、現在投与されているロットの77/181（42.5%）に、
1980年代初めまで使用されたロットの17/21（81%）に検出
された。遺伝子型2のDNAは、5/202（2.5%）に見出され、そ
の全てが遺伝子型1のDNAに汚染されていた。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Guidance for
Industry (DRAFT
GUIDANCE)
FDA/CBER
August 2006

古典的CJDの潜伏期間は38.5年であり、vCJDの潜伏期
間も非常に長いことが示唆されている。また、未確認では
あるが恐らくかなりの数の血液ドナーが、欧州における
BSE激増中にフランスで感染した可能性がある。これらの
ことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成
分の輸血を受けた者からの供血を無期限に停止するとい
う予防策の導入をガイダンス案として発表した。

Ｅ型肝炎 肝臓 2006; 47:
384-391

わが国のE型肝炎の実態を明らかにする目的で、全国か
ら総数254例のE型肝炎ウイルス感染例を集め、これを解
析した。その結果、以下の知見を得た。1)HEVは全国に浸
透している。2)感染者の多くは中高年（平均年齢約50歳）
で、男性に多い。3)我国に土着のHEVの遺伝型は3型と4
型である。4)年齢と肝炎重症度に相関がある。5)遺伝型
は4型が顕在化率も重症化率も高い。6)発症時期が無季
節性である。7)感染経路は、動物由来食感染が約30%、輸
入感染が8%、輸血感染が2%、不明が約60%であった。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Future Virol 2006;
1: 659-674

血液製剤の製造工程におけるプリオンの除去に関する総
説である。プリオン除去のための個々の製造工程は、実
際の製造条件を実験室での条件にスケールダウンさせ、
確立されているスクレイピー株をモデル系として用いて通
常は評価されている。しかしながら、血液中のプリオンタ
ンパクの存在形態が不明なので、評価実験のためのスパ
イク材料としてのプリオンの調製方法は注意深く考慮しな
ければならない。現在のところ、エタノール分画、PEG 分
画、カラムクロマトグラフィー、ウイルス除去膜およびデプ
スフィルターでの濾過が有効とされている。

365 2006/12/14 60748 ベネシス ウロキナーゼ注射剤 人血清アル
ブミン

人血液 米国 添加物 有 無 無 Ｅ型肝炎 肝臓 2006;
47(Suppl 1):
A168

60747に同じ
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Ｅ型肝炎 日本輸血学会誌
2006; 520: 231

60747に同じ

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Lancet 2006; 367:
2068-2074

60747に同じ

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Science 2006; 313:
92-94

60747に同じ

パルボウィル
ス

Thromb Haemost
2004; 92: 838-845

60747に同じ

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Guidance for
Industry (DRAFT
GUIDANCE)
FDA/CBER
August 2006

60747に同じ

Ｅ型肝炎 肝臓 2006; 47:
384-391

60747に同じ

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Future Virol 2006;
1: 659-674

60747に同じ

366 2006/12/15 60749 ワイス ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組
換え）

ヒトトランス
フェリン

ヒト血液 米国 製造工程 無 無 無

367 2006/12/15 60794 ワイス ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組
換え）

ヒトγグロブ
リン

ヒト血液 フィンラン
ド、スウェー
デン

製造工程 無 無 無
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368 2006/12/15 60795 ワイス ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組
換え）

スキムミルク ウシ乳 米国 製造工程 有 無 無 ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月8日

2006年6月15日にManitobaで安楽死させた病牛は、ウエ
スタンブロット法と免疫組織化学法により7月3日にBSEと
確定された。カナダにおける6頭目のBSE牛であるが、過
去の5例とは異なるBSE株であり、ヨーロッパやアメリカで
報告されている少数株である。CFIAは直ちにOIE　BSEガ
イドラインに基づいた疫学的調査を開始した。所有者の記
録によると、このウシは16か17歳であり、1997年以前に
肉・骨粉を含んだ餌を食べた可能性があるが、供給源は
不明である。

ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月24日

カナダ食品検査局調査官は、2006年7月13日にBSEと診
断されたAlbertaの50月齢の乳牛に関する疫学的調査を
終了した。このウシはカナダで7頭目のBSE牛である。問
題の牛のどの部分も、ヒトおよび動物の食物システムに
は含まれていない。

369 2006/12/15 60796 ワイス ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組
換え）

ペプトン ウシ乳 オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月8日

60795に同じ

ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月24日

60795に同じ

370 2006/12/15 60797 ワイス ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組
換え）

加水分解カ
ゼイン

ウシ乳 オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月8日

60795に同じ

ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月24日

60795に同じ

371 2006/12/15 60798 ワイス ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組
換え）

ウシ胎児血
清

ウシ血液 ニュージー
ランド、米国

製造工程 有 無 無 ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月8日

60795に同じ

ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月24日

60795に同じ
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372 2006/12/15 60799 ワイス ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組
換え）

ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液 米国 製造工程 有 無 無 ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月8日

60795に同じ

ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月24日

60795に同じ

373 2006/12/15 60800 ワイス ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組
換え）

コレステロー
ル

ヒツジ毛 オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造工程 無 無 無

374 2006/12/15 60801 ワイス ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組
換え）

マウス骨髄
腫由来NSO
細胞

マウス骨髄腫 不明 製造工程 無 無 無

375 2006/12/18 60750 ジェンザイ
ム・ジャパ
ン

イミグルセラーゼ（遺伝子組換え） イミグルセ
ラーゼ（遺伝
子組換え）

遺伝子組換え
チャイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

有効成分 無 無 無

376 2006/12/18 60751 ジェンザイ
ム・ジャパ
ン

イミグルセラーゼ（遺伝子組換え） ポリゼリン ウシ骨抽出物 米国 製造工程 無 無 有

377 2006/12/18 60752 ジェンザイ
ム・ジャパ
ン

イミグルセラーゼ（遺伝子組換え） ドナー仔牛
血清

ドナー仔牛血
液

ニュージー
ランド

製造工程 無 無 無

378 2006/12/18 60753 ジェンザイ
ム・ジャパ
ン

イミグルセラーゼ（遺伝子組換え） ウシ胎仔血
清

ウシ胎仔血液 米国、カナ
ダ

製造工程 無 無 無

379 2006/12/18 60754 持田製薬 ウリナスタチン ウリナスタチ
ン

ヒト尿 中国 有効成分 有 無 無 ウイルス感染 第80回　日本感染
症学会総会・学術
講演会(2006年4月
20-21日）

日本におけるヒトボカウイルス(HBoV)検出状況を調査し
た。2002年10月～2003年9月、2005年1月～7月の2シー
ズンに、小児下気道感染症患者318例から採取した鼻咽
頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基配列を決定し
た。318例中18例(5.7%)でHBoVが検出され、検出された患
者の年齢は7ヶ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中
していた。HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルス
になっていると推定された。
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鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12
月7日に死亡した5歳の少年の血液検体を調べた。RT-
PCRにより、血漿はH5N1インフルエンザウイルス陽性で
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、
A/Thailand/NK165/05 accession no. DQ372591-8であっ
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで
あった。

鳥インフルエン
ザ

CDC 2006年6月30
日

種差を超えてヒトに感染するトリインフルエンザのうち、
H5N1は重症例や死亡例を最も多く発生させている。アジ
アや、ヨーロッパ、近東、アフリカの一部で発生している家
禽や野鳥におけるH５N1流行に関連して、このウイルスに
感染したヒトの半数以上が死亡した。H5N1のヒトーヒト感
染は報告はあるが、限定されており、非効率的で、持続し
ていない。しかしながら、H5N1ウイルスが、ヒトからヒトへ
簡単に拡がるように変化しうることを科学者らは懸念して
いる。H5N1ウイルスに対するワクチンは現在開発中であ
る。

ウイルス感染 CBS News/
Healthwatch 2006
年8月22日

中国Hunan省中部のChenzhou市でヒトボカウイルス感染
の6症例（全て1歳以下の乳幼児）が報告された。これは
新たに同定されたウイルスによる中国での最初の感染例
である。

HIV asahi.com 健康
2006年9月4日

日本人で初めてHIV2型の感染者が確認された。この男性
は過去に西アフリカで輸血を受けたことがあり、このとき
の輸血が感染源とみられている。厚生労働省は1型だけ
でなく、2型についても検査体制を徹底するよう通知した。

HHV-8感染 N Engl J Med 2006;
355: 1331-1338

2000年12月から2001年10月に輸血を受けたウガンダの
Kampalaの患者1811例のうち、輸血前にヒトヘルペスウイ
ルス8型（HHV-８）血清陰性であった患者991例について
追跡調査を行った。そのうち43%（425例）にHHV-8血清陽
性血が輸血された。991例中41例にHHV-8セロコンバー
ジョンが起こったが、セロコンバージョンのリスクは陽性血
を輸血された患者の方が陰性血を輸血された患者より有
意に高かった。

380 2006/12/19 60755 鳥居薬品 アレルゲンエキス アレルゲン
エキス

Alternaria
kikuchiana

有効成分 無 無 無

381 2006/12/19 60756 鳥居薬品 アレルゲンエキス アレルゲン
エキス

Penicillium
luteum

有効成分 無 無 無
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382 2006/12/19 60757 鳥居薬品 アレルゲンエキス アレルゲン
エキス

Cladosporium
cladosporioid
es

有効成分 無 無 無

383 2006/12/19 60758 鳥居薬品 アレルゲンエキス アレルゲン
エキス

Candida
albicans

有効成分 無 無 無

384 2006/12/19 60759 鳥居薬品 アレルゲンエキス アレルゲン
エキス

Aspergillus
fumigatus

有効成分 無 無 無

385 2006/12/20 60760 日本赤十
字社

人赤血球濃厚液 人赤血球濃
厚液

人血液 日本 有効成分 有 有 無 HIV 中日新聞 Chunichi
Web Press 2006年9
月4日

エイズウイルス（HIV）のうち、世界で感染が広がっている
主流のHIV１型とは遺伝子タイプが異なる2型に日本人が
初めて感染したことを、厚生労働省のエイズ研究班が確
認したことが9月3日分かった。厚労省は、医療機関や保
健所などが実施している検査で2型の感染を見逃さないよ
う、検査の徹底を求める通知を出した。HIV2型の感染が
確認されたのは、過去に西アフリカで輸血を受けた経験
がある男性である。同省は「滞在していた地域では2型が
流行しており、現地での輸血が感染原因とみられる」とし
ている。

マラリア CDC 2006年6月30
日

米国疾病対策予防センターは、バハマのグレートエグ
ズーマ島におけるマラリア発生を確認し、旅行者に対して
抗マラリア薬の使用を勧告した。2006年6月29日現在、患
者数は合計18例で、うち4例が旅行者である。全員
Plasmodium falciparumに感染していた。

マラリア ProMED-
mail20060624.1758

キルギスタンの首都で79例のマラリア症例が登録され
た。予防手段を講じているにもかかわらず、流行が拡大
中である。住民に問題を理解させるのが難しく、衛生疫学
監視センターの職員は時々しか殺虫剤を散布できない。

マラリア CDC/MMWR
Weekly 2006;
55(37): 1013-1016

2006年9月19日、CDCは米国在住のグレートエグズーマ
島渡航者向けの抗マラリア薬服用勧告を解除した。2006
年5月～6月の間に合計19例のマラリア症例が確認された
が、3ヶ月間新規症例の報告がなかったためである。
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マラリア AABB Weekly
Report 2006年9月
15日

2006年9月8日付けのKorea Timesによると、交通事故後
に輸血を受け、その後マラリアと診断された患者が、疑わ
しい血液の流通を防ぐことができなかった韓国赤十字を
批判している。韓国赤十字は状況を知りながら、何の行
動も起こさず、その結果、不適切な血液製品が流通し続
けたとのことである。輸血によるマラリア感染で既に1名の
患者が死亡している。

マラリア ProMED-
mail20061004.2843

中国東部の安徽省でマラリア感染が拡大している。地元
の保健当局によると、今年に入ってから2006年9月25日
時点で17917例が報告されており、昨年の同時期と比較
すると89.8％増加している。保健当局は緊急通告を出し
て、感染の監視を強化し、拡大防止のためにマラリア予
防と治療に関する啓発を行うよう地元自治体に要請した。

トリパノソーマ
症

CDC/MMWR
Weekly 2006;
55(29); 798-800

ロサンジェルスの心臓移植患者2名で、臓器移植による
シャーガス病伝播が見られた。1例は拒絶反応による合
併症で死亡し、もう1例は心不全で死亡した。両例ともド
ナーがTrypanosoma cruzi感染者であったことが明らかと
なった。米国における固形臓器移植によるT. cruzi伝播と
しては4例目と5例目になる。

トリパノソーマ
症

Vox Sang 2006;
91(Suppl 3): 98

フランスでリスクのある供血者に対し、シャーガス病スク
リーニング検査を行うこととなり、Bioelisa Chagas、
Chagatek、Ortho T.cruzi ELISA Test System ‘ 1、ELISA
Cruzi の4種類のTrypanaosoma cruzi ELISAキットの感受
性、再現性、特異性を評価した。感受性に関しては4種類
の検査法で正確に検出された。再現性は24コピーの
S/CO値の平均の変動係数によって示され、各々、6.30%、
9.30%、15.7%、22.40%であった。

HHV-8感染 N Engl J Med 2006;
355: 1331-1338

2000年12月から2001年10月に輸血を受けたウガンダの
Kampalaの患者1811例のうち、輸血前にヒトヘルペスウイ
ルス8型（HHV-８）血清陰性であった患者991例について
追跡調査を行った。そのうち43%（425例）にHHV-8血清陽
性血が輸血された。991例中41例にHHV-8セロコンバー
ジョンが起こったが、セロコンバージョンのリスクは陽性血
を輸血された患者の方が陰性血を輸血された患者より有
意に高かった。
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鳥インフルエン
ザ

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1041-
1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12
月7日に死亡した5歳の少年の血液検体を調べた。RT-
PCRにより、血漿はH5N1インフルエンザウイルス陽性で
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、
A/Thailand/NK165/05 accession no. DQ372591-8であっ
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで
あった。

ムンプス AABB Association
Bulletin #06-04
2006年4月26日

アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行
中で、2006年4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上
がアイオワ公衆衛生部に報告されている。おたふくかぜ
の輸血による伝播に関する現在の知見に基づき、AABB
の輸血伝播病委員会およびFDAは、血液収集施設が行う
べき予防的アプローチを承認した。

パルボウィル
ス

J Infect Dis 2006;
194: 154-158

ヒトパルボウイルスB19DNA（1.6x10⁸IU/mL）を含むプール
血漿の輸血後、B19 IgG陽性の患者では抗体価が19-39
IU/ｍLから50-100 IU/mLに上昇して再感染を防いだ。そ
れに対し、陰性の患者では、1.6-2.2 x 10⁸IU/mLの
B19DNAの存在下で、プール血漿のIgGレベルが
59.5IU/mLではB19の伝播とセロコンバージョンを防ぐの
は不十分であることがわかった。

パルボウィル
ス

Transfusion 2006;
46:1593-1600

パルボウイルスB19ジェノタイプ3流行地域であるガーナ
で、114組の成人供血者-小児受血者ペアにおける輸血に
よるB19の伝播および免疫学的特性について調べた。2例
の供血がパルボウイルスB19DNAと特異的抗体を含有し
ていたが、伝播は見られなかった。B19 IgG含有の全血が
B19DNA陽性受血者14例に輸血されていたが、その内、
輸血前にVP2に対する抗体が認められなかった10例では
ウイルスが除去された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Blood 2006; 107:
3907-3911

PrPcは全身の多数の組織に存在し、血小板に大量に存
在する。静止血小板ではα顆粒膜上に存在することが知
られているが、その生理学的機能は不明である。血小板
中のPrPcの局在を調べたところ、血小板が活性化する
と、血小板表面上にPrPcが一時的に発現し、続いて、微
小胞およびエキソソーム上への放出が起こることが明ら
かとなった。血小板由来エキソソーム上にPrPcが存在す
るということは、血中でのPrPc輸送および細胞間伝播に
おけるメカニズムを示唆する。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

ABC Newsletter
2006 Sep 1; 16

外科用器具には殺菌後も依然としてクロイツフェルトヤコ
ブ病（CJD）が残存する可能性が明らかとなった。エジン
バラ大学研究チームは、タンパク質による平均汚染量が
器具1mm2あたり0.2μgであり、ヒトへの感染に必要な量
をかなり上回る数値であることを認めた。最大量は、扁桃
腺（プリオンが分布することが知られている組織のひと
つ）の切除に用いた器具で認められた。同チームは、保
健省に対し、同チームが開発したガスプラズマ滅菌の広
範な導入を推奨している。

クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Vox Sang 2006;
91(Suppl 3): 68-69

米国で供血後に古典的CJDを発症した個人を特定し、受
血者の追跡調査を行った。2006年2月までに、古典的CJD
で死亡した供血者31名が試験に登録され、384名の受血
者が特定された。追跡を行ったところ、古典的CJDが輸血
を介して受血者に伝播したという証拠は示されなかった。
本研究は、1995年に米国の大規模血液供給システムと疾
病対策予防センター（CDC）により開始され、継続中であ
る。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

BMJ 2006; 332:
1186-1188

1996年から1999年に、手術時に20-29歳であった患者か
ら得られた虫垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリ
オンに陽性染色であった3例(虫垂）について、プリオン蛋
白の遺伝子型分析を行った。3検体中2例で分析が可能
であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子(PRNP)コドン129の
Valがホモ接合体であった。今まで、vCJD患者は、
Met/Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、
PRNPのコドン129がMetのホモ接合体であり、Valホモ接
合体がvCJDに対し感受性があることが初めて示された。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

The Guardian 2006
年5月2日

英国は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤から
のvCJD感染の危険性について、輸出先の14ヵ国に連絡
を行った。輸血を介したvCJD感染は英国では3例報告さ
れており、未発症の感染者からの供血により引き起こさ
れる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、イン
ド、ヨルダン、オマーン、シンガポールに予防措置をとるよ
う勧告した。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Science 2006; 313:
92-94

TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの
血液中のPrPScをPMCA (protein misfolding cyclic
amplification)法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPScは末梢
でのプリオンの複製に由来していると思われる。感染して
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学
的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的
早期診断を期待させる。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Guidance for
Industry (DRAFT
GUIDANCE)
FDA/CBER
August 2006

古典的CJDの潜伏期間は38.5年であり、vCJDの潜伏期
間も非常に長いことが示唆されている。また、未確認では
あるが恐らくかなりの数の血液ドナーが、欧州における
BSE激増中にフランスで感染した可能性がある。これらの
ことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成
分の輸血を受けた者からの供血を無期限に停止するとい
う予防策の導入をガイダンス案として発表した。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

AABB Weekly
Report 2006年7月
21日

アイルランド輸血サービスは、CJDの病因となるプリオン
を供血血液から除去するために開発された新しい装置を
1年間使用した後、試用の中止を決定した。血液サービス
は昨年、そのフィルター装置を購入したが、十分な効果が
得られず、CJDプリオンは捕捉されずに通過し、供血中に
混入する可能性があるためである。

ＢＳＥ ABC Newsletter
2006年9月22日 16
ページ

欧州協議会は2005年の反芻動物（有蹄動物）における伝
達性海綿状脳症（TSE）のモニタリングと検査に関する報
告書を発表した。TSE検査を行った1千万頭以上のウシの
うち、陽性となったのは561頭のみであった。2005年の調
査結果は陽性例が引き続き減少していることを示してい
る。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Science 2006; 314:
133-136

慢性消耗病（CWD）非感染シカをCWD陽性のシカの唾
液、血液または尿・糞に曝露させた。その結果、CWDを伝
播しうる感染性プリオンが唾液および血液中に認められ
た。CWDはシカ科の動物に容易に伝播すると言える。プリ
オン感染では体液との接触に関する注意が払われるべき
である。

異型クロイツ
フェルト・ヤコ
ブ病

Vox Sanｇ 2006;
91(Suppl 3): 70

PRDT（Pathogen Removal and Diagnostics Technologies）
は、全血、RBCまたは血漿存在下で脳由来プリオンタン
パク質およびTSE感染物と強く結合する高親和性リガンド
を得るため、何百万もの化合物をスクリーニングした。そ
の結果、PRDTのリード樹脂は赤血球存在下でも高濃度
のTSE感染物を吸着し、 低濃度の内因性TSE感染物を除
去した。この樹脂を使用したMacoPharma P-Capt（TM）
フィルターを用いることにより、輸血によるｖCJD伝播リス
クを軽減できる。

ﾘﾝﾊﾟ性脈絡髄
膜炎

N Engl J Med 2006;
354: 2235-2249

2003年12月及び2005年4月に固形臓器の移植を受けた2
つの患者群の感染症について調べた。レシピエント全員
（8名）の検体からリンパ性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV)が
検出されたが、ドナー(2名）からは検出されなかった。
2005年群のドナーはLCMVに感染したハムスターをペット
として飼っていたが、2003年群の感染源は不明であった。
レシピエント8例中7例は移植後9日から76日で死亡した。

180 / 195 ページ




